
「
ウ
ナ
ネ
」
お
よ
び
「
ウ
ナ
ネ
社
」
に
つ
い
て
　
（
下
）

　
　
－
　
伊
賀
・
陸
奥
・
上
野
・
武
蔵
の
事
例
か
ら
　
－

牛
山
佳
幸
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四
、
武
蔵
国
の
事
例

　
武
蔵
国
に
「
ウ
ナ
ネ
社
」
が
存
在
し
た
こ
と
は
、
今
の
と
こ
ろ

文
献
史
料
で
は
確
認
で
き
な
い
。
し
か
し
、
東
京
都
世
田
谷
鷺
と

神
奈
川
県
川
崎
市
宵
糧
嚢
区
の
、
多
摩
川
を
は
さ
ん
だ
爾
地
域
に

「
宇
奈
根
」
と
い
う
地
名
が
現
存
し
て
お
り
（
図
4
参
照
）
、
こ

の
地
が
か
つ
て
「
ウ
ナ
ネ
社
」
の
鎮
座
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
っ

た
ら
し
い
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
実
際
、
多
摩
川
流
域
に
あ
た

る
世
田
谷
区
宇
奈
根
二
丁
目
に
鎮
座
す
る
氷
周
神
社
は
、
以
前
は

「
宇
奈
根
神
社
」
で
は
な
か
っ
た
か
と
の
説
が
、
江
戸
時
代
の
学

者
に
よ
っ
て
す
で
に
唱
え
ら
れ
て
い
る
。

　
氷
川
神
祉
の
参
道
に
は
見
事
な
松
並
木
が
今
も
残
る
が
、
そ
の

境
内
は
決
し
て
広
く
は
な
く
、
社
殿
と
し
て
は
三
問
の
拝
殿
と
、

そ
の
奥
に
｝
間
話
神
明
造
の
本
殿
が
あ
る
だ
け
の
小
社
で
あ
る
。

境
内
に
数
基
散
在
す
る
石
碑
類
は
、
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
銘

の
庚
申
塔
を
除
く
と
、
い
ず
れ
も
近
代
に
な
っ
て
建
て
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
、
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）

建
立
の
「
氷
川
神
社
復
興
記
念
碑
」
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

へ
を
ロユ

　
　
　
ミ
　
　
ヨ

辮
’

．
《
　
　
　
　
．
濠
，

灘
繕
鵬
．

　
一
　
　
　
　
．
．
葺
．
．
　
憾
’

　
　
　
　

一
　
療

　
　
＼
“
、
、
一
〉
メ
ゲ

武蔵国（東京都・神奈川県）の宇奈根地区と氷川神社
　　　　　　　　　　　　　　（1　：25，000　　洋奪鴛1）

図4
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い（
る蓼

　　o

「ウナネ」および「ウナネ社」についてCド）牛山

　
　
　
本
社
は
宇
奈
根
、
喜
多
見
、
大
蔵
の
三
ヶ
村
に
祭
ら
れ
た
氷
川
明
神
の

　
　
一
社
と
し
て
建
造
、
若
苗
鴫
尊
を
祭
り
、
宝
永
年
間
観
音
寺
を
溺
當
と
し

　
　
て
再
建
、

　
　
　
天
明
の
宋
年
、
橘
千
蔭
が
悩
乱
を
拝
し
、

　
　
　
　
う
し
こ
と
の
う
な
ね
つ
き
ぬ
き
さ
き
く
あ
れ
と
う
し
は
く
神
に
ぬ
さ

　
　
　
　
奉
る

　
　
と
詠
じ
た
。

　
　
　
明
治
四
年
村
社
に
列
し
、
同
十
年
再
び
造
営
、
昭
和
二
十
五
年
五
月
廿

　
　
五
暇
戦
災
に
よ
り
社
殿
焼
失
、
こ
の
た
び
氏
子
崇
敬
者
の
浄
財
よ
り
社
殿

　
　
新
築
工
事
が
完
成
、
そ
の
総
経
費
全
壼
百
九
拾
六
万
九
千
獲
百
四
拾
六
円
、

　
　
こ
れ
を
永
く
そ
の
芳
志
を
碑
面
に
残
す
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
昭
和
晋
七
年
十
月
吉
磯
　
宇
奈
根
氷
川
神
社
氏
子
中

　
天
明
年
間
（
一
七
八
一
～
八
九
）
に
当
社
に
詣
で
て
和
歌
を
詠
じ
た
橘
千
蔭

と
は
、
賀
茂
真
淵
門
下
の
歌
人
・
圏
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
加
藤
千
蔭
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）

で
、
こ
の
歌
は
彼
の
代
表
的
著
作
で
あ
る
歌
集
『
う
け
ら
が
花
臨
（
初
編
本
は

享
和
二
年
1
1
一
八
〇
二
刊
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
や
は
り
国
学
者
・

歌
人
と
し
て
一
派
を
な
し
た
小
山
界
磁
清
（
村
田
春
海
の
弟
子
で
高
田
与
清
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）

も
い
う
。
弘
化
四
年
巨
八
四
七
没
）
が
、
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
十
一
月
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）

多
摩
川
へ
紅
葉
狩
り
に
赴
い
た
時
の
紀
行
文
『
世
田
谷
紀
行
』
に
も
、
「
天
明

と
云
年
の
す
ゑ
の
こ
ろ
、
橘
千
蔭
が
こ
こ
に
あ
そ
び
し
蒔
氷
川
神
社
に
ま
う
で

て
し
と
の
詞
書
を
付
し
て
、
こ
の
歌
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　
同
書
に
よ
れ
ぽ
、
小
山
田
与
清
は
前
麟
の
十
　
月
十
七
B
に
宇
奈
根
村
内
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
｝
〔
6
）

あ
っ
た
井
伊
家
世
田
谷
領
の
代
官
の
一
人
、
荒
居
以
謙
の
宅
に
一
泊
し
た
の
だ

が
、
翌
日
は
朝
か
ら
雨
降
り
で
外
出
で
き
な
い
た
め
、
以
謙
が
与
清
の
心
を
な

ぐ
さ
め
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
彼
の
も
と
に
滞
在
し
た
文
人
た
ち
が
、
多
摩
川

周
辺
で
詠
ん
だ
歌
を
い
く
つ
か
取
り
出
し
て
見
せ
た
。
そ
の
中
に
こ
の
加
藤
千

蔭
の
歌
も
あ
り
、
早
速
書
き
と
ど
め
た
の
で
あ
る
。
昼
近
く
に
な
っ
て
晴
れ
間

が
出
て
き
た
の
で
、
与
清
は
か
ね
て
か
ら
の
予
定
通
り
、
鎌
田
村
（
宇
奈
根
村

の
隣
村
で
現
在
の
世
田
谷
区
鎌
田
）
の
吉
祥
院
（
地
蔵
寺
）
を
訪
れ
た
が
、
そ

の
帰
途
、
早
速
氷
川
神
社
に
も
立
ち
寄
っ
て
自
ら
参
拝
し
た
。
そ
の
時
、
彼
は

感
慨
と
と
も
に
、
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
こ
と
を
書
き
記
し
て
い
る
。

　
　
宇
奈
根
の
さ
と
の
氷
川
の
神
に
ま
ふ
で
ぬ
、
こ
れ
千
蔭
が
う
な
ね
つ
き
ぬ

　
　
き
と
よ
み
て
奉
り
し
社
業
、
そ
も
そ
も
宇
奈
根
と
い
ふ
名
は
い
か
な
る
ゆ

　
　
ゑ
響
け
ん
、
三
代
実
録
五
の
巻
、
延
喜
式
神
名
鰻
な
ど
に
伊
加
貝
燭
宇
奈
根

　
　
神
見
え
た
れ
ぽ
、
さ
る
名
の
神
を
い
は
ひ
ま
ゐ
ら
せ
て
よ
り
名
に
お
へ
り

　
　
し
に
や

　
　
　
い
つ
の
世
に
う
な
ね
の
神
を
い
は
ひ
そ
め
て
里
の
名
さ
へ
に
い
ひ
な
ら

　
　
　
し
け
ん

　
す
な
わ
ち
、
与
清
は
「
宇
奈
根
」
と
い
う
村
名
の
由
来
に
つ
い
て
考
証
を
試

み
、
宇
奈
根
神
を
勧
請
し
た
こ
と
に
起
源
が
あ
る
と
推
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
披
歴
し
て
い
る
文
献
の
記
事
は
、
第
一
章
の
伊
賀
国
の
事
例
の
と
こ
ろ

で
取
り
上
げ
た
通
り
、
『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
三
年
四
月
十
日
条
と
貞
観
十

五
年
九
月
二
十
七
臼
条
、
お
よ
び
『
延
喜
式
』
巻
九
、
神
祇
九
、
伊
賀
園
廿
五

爵
、
名
張
郡
二
塁
の
う
ち
の
「
還
流
富
志
雄
神
祉
」
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

与
清
自
身
は
、
宇
奈
根
神
は
い
っ
た
い
い
つ
頃
勧
講
さ
れ
て
村
の
名
と
し
て
定

着
し
た
の
か
、
と
歌
に
託
し
て
い
る
の
み
だ
が
、
こ
の
着
想
が
仮
に
正
し
い
と

す
れ
ば
、
「
ウ
ナ
ネ
社
」
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
が
現
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在
の
氷
川
神
社
に
社
号
が
変
え
ら
れ
た
時
期
や
事
情
に
つ
い
て
も
問
題
と
な
ら

ざ
る
を
え
な
い
。
そ
こ
で
ま
ず
、
後
者
の
点
か
ら
検
討
し
て
お
こ
う
。

　
宇
奈
根
の
氷
川
神
社
は
、
前
に
引
用
し
た
境
内
の
復
興
記
念
碑
に
は
、
典
拠

不
詳
な
が
ら
宝
永
年
間
（
一
七
〇
四
～
一
一
）
の
再
建
と
見
え
る
の
み
だ
っ
た

曽
か
、
『
新
蠣
欄
武
甲
亭
々
↓
よ
記
稿
』
で
も
「
：
：
：
神
体
ハ
白
敵
甲
、
　
イ
ツ
ノ
頃
鎮
座
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
1
）

シ
ト
云
コ
ト
ヲ
伝
ヘ
ズ
、
村
内
観
音
寺
持
し
と
わ
ず
か
に
記
さ
れ
る
だ
け
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
2
）

確
か
な
勧
請
年
時
は
こ
れ
ま
で
不
詳
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
関
東
地
方
の

氷
川
信
仰
の
実
態
を
全
体
的
に
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
お
よ
そ
の
成
立

時
期
を
推
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
よ
う
に
思
う
。

　
『
霊
夢
神
社
名
鑑
』
に
よ
る
と
、
現
在
「
氷
川
神
社
」
は
埼
玉
県
の
一
六
九

社
を
筆
頭
に
、
東
京
都
に
六
八
社
、
福
井
県
に
九
輪
、
雷
雲
県
に
懸
社
、
神
奈

川
・
島
根
・
栃
木
・
茨
城
各
県
に
そ
れ
ぞ
れ
二
社
あ
る
。
埼
玉
・
東
京
の
二
都

県
に
圧
倒
的
に
多
く
分
布
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
が
、
こ
れ
は
旧
国
名
か
ら

す
れ
ぽ
、
九
〇
％
以
上
が
武
蔵
一
国
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
詳
し

く
み
る
と
、
多
摩
規
以
東
の
旧
入
間
・
足
立
両
郡
内
に
濃
密
に
存
在
し
、
豊
島

・
多
摩
両
郡
が
そ
れ
に
次
い
で
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ

の
本
社
が
現
在
の
大
宮
市
高
承
町
一
丁
目
四
〇
七
番
地
に
鎮
座
す
る
氷
川
神
社

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
当
社
は
中
世
に
は
「
足
立
大
宮
篇
と
も
呼

ば
れ
、
武
士
層
の
熱
烈
な
崇
敬
を
受
け
て
、
武
蔵
一
宮
と
さ
れ
た
小
野
神
社
を

凌
ぐ
勢
い
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
周
辺
地
域
に
勧
請
さ
れ
始
め

た
の
は
十
四
世
紀
後
半
頃
か
ら
の
よ
う
で
あ
る
。
従
来
、
氷
川
神
社
の
分
社
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）

関
わ
る
洛
南
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
『
鶴
岡
事
書
案
』
に
引
か
れ
る
応
永
四
年

（
＝
二
九
七
）
九
月
四
田
付
の
武
蔵
国
足
立
二
佐
々
豊
郷
政
所
宛
の
下
文
に
見

え
る
「
氷
川
宮
」
（
浦
和
市
内
谷
に
現
存
す
る
氷
川
神
社
に
比
定
さ
れ
る
）
で

（
6
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
5
）

あ
る
が
、
金
石
文
史
料
で
も
確
実
な
も
の
は
、
埼
玉
県
北
足
立
郡
伊
奈
町
小
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
6
）

に
鎮
座
す
る
応
安
三
年
（
＝
二
七
〇
）
の
棟
札
銘
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
点

が
裏
づ
け
ら
れ
る
。

　
留
筆
信
仰
が
流
布
し
た
背
景
に
つ
い
て
は
明
確
な
史
料
的
徴
証
は
必
ら
ず
し

も
な
い
が
、
古
く
か
ら
農
業
神
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
豊

田
武
氏
は
武
蔵
野
に
お
け
る
新
田
開
発
の
進
展
が
媒
介
と
な
っ
て
広
ま
っ
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
（
6
7
）

と
を
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
領
国
経
済
の
発
展
し
て
く
る
戦
国

期
に
市
が
成
立
す
る
の
に
伴
な
い
、
各
地
の
市
場
を
守
護
す
る
市
神
と
し
て
、

市
祭
に
関
与
し
た
修
験
者
に
よ
っ
て
勧
請
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
説
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
9
）

杉
山
正
司
氏
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
。
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
『
市
場
之
祭
文
駆
に

所
載
さ
れ
た
市
の
所
在
地
に
鎮
座
し
て
い
た
神
社
を
、
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』

か
ら
検
索
し
て
み
る
と
、
氷
川
神
社
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
か
ら
導
き
出
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
『
市
場
之
祭
文
』
は
延
文
六
年
（
＝
一
エ
ハ
一
）
に
執
筆
さ
れ
、

応
永
二
十
二
年
（
一
四
一
五
）
に
書
写
さ
れ
た
と
い
う
奥
書
が
あ
る
が
、
内
容

か
ら
す
る
と
最
終
的
な
成
立
は
戦
国
時
代
の
後
半
、
岩
付
太
田
氏
の
勢
力
が
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
0
）

北
条
氏
に
包
含
さ
れ
て
以
後
と
す
る
の
が
通
説
で
あ
る
。
杉
山
氏
は
こ
れ
を
さ

ら
に
絞
り
込
ん
で
、
永
禄
十
年
（
一
五
六
七
）
か
ら
天
正
十
八
年
（
一
五
九

〇
）
の
問
に
書
か
れ
た
も
の
と
考
証
さ
れ
た
。
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
は
江

戸
時
代
後
期
の
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
に
完
成
し
た
も
の
で
、
誓
書
の
記

載
内
容
に
は
二
百
数
十
年
の
隔
た
り
が
あ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
安
易
に
両
者

を
比
較
し
て
用
い
る
こ
と
に
は
疑
問
も
あ
る
が
、
氷
川
信
仰
の
一
つ
の
ピ
ー
ク

が
戦
国
時
代
後
期
に
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
例
え

ば
、
今
日
代
表
的
な
末
社
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
、
浦
和
市
宮
本
二
丁
目
の
氷

　
　
　
　
　
　
（
7
1
）

川
女
体
神
社
の
来
歴
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。
当
社
は
か
つ
て
同
様
に
血
忌
周

黒
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縁
部
に
位
置
し
て
い
た
大
宮
市
高
鼻
町
の
氷
川
神
社
の
本
社
、
お
よ
び
大
宮
市

中
川
の
中
氷
泪
神
社
（
現
中
山
神
社
）
と
と
も
に
、
古
く
か
ら
男
体
・
女
体
・

王
子
の
三
神
か
ら
な
る
三
社
一
体
の
関
係
で
信
仰
さ
れ
て
き
た
と
す
る
見
方
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
1
）

あ
っ
た
が
、
野
尻
靖
氏
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、
実
は
氷
川
女
体
神
社
は

戦
国
期
ま
で
は
氷
川
神
社
と
直
接
関
係
は
な
く
、
徳
川
家
康
の
関
東
入
府
後
の

神
祇
政
策
に
よ
っ
て
、
そ
の
末
社
的
地
位
に
甘
ん
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で

あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
宇
奈
根
の
氷
川
神
社
で
あ
る
が
、
当
社
は
隣
村
の
大
蔵
お
よ
び
喜

多
見
の
氷
川
神
社
と
と
も
に
、
「
氷
川
三
所
明
神
」
と
古
く
か
ら
総
称
さ
れ
て

　
　
（
7
2
）

き
て
い
る
。
こ
れ
が
何
に
起
囲
す
る
の
か
必
ず
し
も
判
然
と
し
な
い
が
、
三
社

が
祭
祀
組
織
等
で
密
接
な
関
係
を
有
し
、
勧
請
年
膝
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
同
時
期

で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
大
蔵
六
丁
冒
六
番
七
号
に
鎮
座
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
3
）

る
氷
川
神
社
は
、
『
江
戸
名
所
園
会
臨
に
「
暦
応
元
年
当
地
の
主
江
戸
氏
足
立

郡
大
宮
の
御
神
を
勧
請
す
と
云
、
旧
は
唯
　
宗
源
の
社
な
り
し
に
、
其
後
一
一
酉

有
余
年
を
経
て
、
天
文
年
間
松
井
坊
と
い
へ
る
山
伏
奉
祀
の
宮
と
な
り
、
両
部

習
合
す
…
…
当
社
昔
は
五
所
に
並
び
建
て
宮
居
魏
々
た
り
し
に
、
い
つ
の
頃
よ

り
か
荒
亡
し
て
唯
一
社
の
み
残
れ
り
と
云
」
と
あ
る
。
暦
応
元
年
（
＝
二
三

八
）
創
建
の
こ
と
は
根
拠
不
詳
だ
が
、
天
文
年
間
（
一
五
三
二
～
五
五
）
松
井

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
4
）

坊
云
々
の
と
こ
ろ
は
、
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
所
引
の
棟
札
銘
に
も
、

　
　
　
　
（
…
五
六
五
）

　
　
　
　
永
禄
八
年
当
山
正
月
十
九
臼

　
　
武
蔵
國
荏
原
郡
石
井
土
郷
大
蔵
村
氷
川
大
明
神
第
四
ノ
宮

　
　
　
　
神
主
田
中
松
井
坊
敬
白

と
あ
り
、
か
つ
て
松
井
坊
が
別
当
を
勤
め
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
よ
う
で
あ

る
。
こ
の
棟
札
の
裏
面
に
は
「
再
建
」
の
旨
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の

地
に
お
け
る
神
社
の
創
建
は
こ
れ
以
前
に
遡
り
う
る
と
し
て
も
、
蜜
社
が
氷
川

明
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、
松
井
坊
の
来
住
と
無
関
係
で
は
な

い
と
想
定
さ
れ
、
従
っ
て
、
足
立
大
宮
か
ら
の
勧
請
は
伝
承
に
い
う
天
文
年
問

以
降
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
　
一
方
、
喜
多
見
四
丁
日
二
十
六

番
一
号
に
鎮
座
す
る
氷
川
神
社
の
方
も
、
今
隣
残
る
確
実
な
史
料
は
永
禄
十
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
篇
）

年
（
一
五
七
〇
）
卵
月
二
十
七
日
の
紀
年
銘
の
あ
る
棟
札
で
あ
る
。

　
　
　
　
別
膏
田
賞
甲
本
　
坊
代
｛
醤
香
取
新
丘
ハ
衛
…
尉

　
　
奉
再
興
氷
川
大
明
神
社
頭
＝
予
天
道
知
見
納
受
所

　
　
　
　
大
旦
那
江
戸
刑
部
少
輔
頼
忠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
工
石
渡
　
鍛
冶
正
吉

　
文
中
に
縫
え
る
江
戸
頼
忠
は
檀
武
平
氏
秩
父
流
で
、
鎌
倉
幕
府
御
家
人
江
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
6
）

重
長
の
宋
蕎
で
あ
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
木
田
見
郷
を
領
し
た
一
族
は
、
名
字

を
「
木
田
汗
し
と
も
称
し
、
戦
国
期
に
お
い
て
も
依
然
当
地
の
領
主
と
し
て
続

い
て
い
た
。
そ
の
江
戸
氏
を
大
檀
那
と
し
て
、
こ
の
蒔
に
社
殿
が
新
造
さ
れ
て

い
る
わ
け
だ
が
、
右
の
銘
文
に
は
「
再
建
」
で
は
な
く
「
再
興
」
と
あ
る
点
が

注
意
さ
れ
る
。
古
く
か
ら
鎮
座
し
て
い
た
神
社
を
、
修
復
と
と
も
に
「
氷
絹
大

明
神
」
の
名
に
改
め
た
と
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
感
じ
と
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
再

興
時
期
が
大
蔵
の
氷
川
神
社
と
岡
じ
永
禄
年
間
で
あ
る
こ
と
は
遇
然
と
は
思
わ

れ
な
い
。
多
摩
川
に
沿
っ
た
こ
の
地
に
氷
川
信
仰
が
も
た
ら
さ
れ
た
お
お
よ
そ

の
蒔
期
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
推
察
さ
れ
、
古
く
か
ら
「
三
社
明
神
」
の
一
つ
と

さ
れ
て
ぎ
た
宇
奈
根
の
氷
川
神
社
も
、
他
の
二
社
と
ほ
ぼ
同
蒔
期
の
成
立
で
あ

っ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
宇
奈
根
神
が
氷
川
明
神
へ
と
神
格
が

変
更
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、
永
禄
年
間
を
さ
ほ
ど
遡
る
時
期
で
は
な
か
っ
た

こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

に珊
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以
上
の
検
討
に
よ
り
、
小
山
閉
与
清
が
指
摘
し
た
よ
う
に
宇
奈
根
の
地
に

「
ウ
ナ
ネ
社
」
が
存
在
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
少
な
く
と
も
永
禄
年
間
以
前

と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
「
ウ
ナ
ネ
社
」
が
勧
請
さ
れ
た
の
は

い
つ
頃
な
の
か
、
と
い
う
点
が
次
な
る
課
題
と
な
る
。
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す

る
に
は
「
宇
奈
根
」
の
地
名
の
初
見
も
含
め
、
こ
の
地
区
の
歴
史
的
経
緯
を
た

ど
っ
て
み
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
宇
奈
根
の
地
名
は
古
代
に
は
ま
だ
現
わ
れ

な
い
。
今
の
と
こ
ろ
初
見
は
、
武
蔵
国
深
大
寺
（
現
東
京
都
調
布
市
）
の
住
僧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
…
1
1
）

長
弁
が
自
ら
起
草
し
た
文
筆
を
集
成
し
た
『
私
案
抄
』
に
所
収
さ
れ
る
、
応
永

二
十
二
年
（
一
四
一
五
）
六
月
日
付
の
颯
下
文
の
日
下
に
「
此
尋
者
宇
奈
根
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
卒
）

地
房
小
山
佛
子
唱
道
之
内
所
望
之
閥
、
率
爾
染
筆
了
」
と
あ
る
も
の
で
あ
る
。

文
意
は
宇
奈
根
の
「
霞
地
界
」
な
る
寺
庵
の
小
出
仏
子
な
る
者
に
唱
道
し
た
際
、

求
め
ら
れ
る
ま
ま
に
執
筆
し
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
こ
の
「
口
地
畔
」
は
、

同
じ
く
『
私
案
抄
』
所
収
の
応
永
三
十
三
年
（
一
四
二
六
）
八
月
日
付
の
誠
請

文
の
日
下
に
「
世
田
谷
吉
良
殿
逆
修
時
本
田
見
下
地
房
所
望
華
…
…
」
と
見
え

る
「
悉
地
黒
」
と
同
一
の
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
当
時
宇
奈
根
は
木
田
見
郷

に
属
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
木
田
予
期
は
鎌
倉
期
か
ら
見
え
る
筆
名
で
、

先
に
触
れ
た
よ
う
に
桓
武
平
氏
秩
父
流
の
江
戸
氏
の
一
族
木
田
早
筆
の
本
領
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
8
）

あ
っ
た
。
幽
初
は
荏
原
郡
に
含
ま
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
が
、
戦
国
期
に
は
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
9
）

東
郡
（
多
摩
郡
が
蛸
脚
に
分
割
さ
れ
て
で
き
た
郡
）
に
属
し
て
い
た
。
逆
に
、

『
和
名
抄
臨
所
載
郷
の
多
摩
郡
瀬
田
郷
の
習
弊
を
引
く
世
田
郷
（
現
世
田
谷
区

瀬
田
が
遺
称
）
は
、
南
北
朝
期
頃
に
は
荏
原
郡
に
属
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら

（
8
0
）

れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
現
在
の
世
田
谷
区
喜
多
見
か
ら
宇
奈
根
・
大
蔵
・
鎌

闘
・
周
本
・
瀬
田
あ
た
り
に
か
け
て
の
多
摩
川
流
域
の
地
は
、
荏
原
郡
と
多
摩

郡
の
境
界
に
位
置
し
、
古
来
こ
れ
ら
の
地
域
の
所
属
郡
は
た
び
た
び
改
変
の
あ

っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
宇
奈
根
の
地
名
は
十
五
世
紀
初
め
頃
ま
で
遡
り
う
る
こ

と
が
判
明
す
る
の
で
、
「
ウ
ナ
ネ
社
」
も
遅
く
と
も
岡
時
期
ま
で
に
勧
請
さ
れ

て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
「
ウ
ナ
ネ
社
」
の
成
立
が

「
宇
奈
根
」
と
い
う
地
名
の
起
こ
り
で
あ
っ
た
と
断
定
し
て
よ
い
か
ど
う
か
は

い
ま
一
度
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
第
一
に
前
章
で
扱
っ
た
上
野

国
の
事
例
で
も
、
「
ウ
ナ
ネ
社
扁
の
存
在
を
中
世
史
料
で
は
確
認
で
き
ず
、
現

存
す
る
「
宇
那
（
奈
）
根
」
の
地
名
も
、
直
接
的
に
は
佐
貫
魚
類
の
「
う
な
ね

郷
」
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
「
ウ
ナ
ネ
社
」

な
る
神
社
は
こ
れ
ま
で
挙
げ
て
き
た
諸
例
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
村

落
内
の
小
社
に
過
ぎ
な
い
。
そ
う
し
た
祉
号
が
は
た
し
て
　
郷
の
地
名
に
ま
で

転
化
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
。
こ
の
点
は
、
村
名
と
し
て
は
近
世
初
頭

か
ら
見
え
る
武
蔵
国
の
「
宇
奈
根
し
に
も
あ
て
は
ま
る
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
つ
ま
り
、
「
ウ
ナ
ネ
補
し
の
社
号
の
起
源
は
神
名
に
あ
る
の
で
は
な
く
、

も
と
も
と
「
ウ
ナ
ネ
」
な
る
地
名
、
あ
る
い
は
そ
の
地
名
の
語
源
と
な
っ
た
地

形
に
由
来
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
小
山
田
与
清
の
指

摘
と
は
逆
に
な
る
が
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
ウ
ナ
ネ
」
の

語
源
と
神
社
成
立
の
関
係
が
よ
り
は
つ
き
り
し
て
く
る
。

　
中
世
史
研
究
者
に
よ
る
「
ウ
ナ
ネ
」
の
語
義
の
通
説
的
理
解
は
、
大
石
直
正

氏
の
解
釈
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
「
用
水
溝
の
付
け
根
」
「
用
水
の
取
水
口
」

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
説
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
伊
賀
・
陸
奥
・
上

野
の
各
国
の
事
例
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
で
も
批
判
的
見
解
を
述
べ
て
き
た
が
、

最
も
こ
の
説
が
成
り
立
ち
が
た
い
と
思
わ
れ
る
の
が
、
こ
の
武
蔵
の
場
合
な
の

で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
一
般
に
多
摩
川
の
水
が
灌
瀧
用
水
に
利
用
さ
れ
る
の

五
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（
様
）

は
近
世
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
し
、
と
り
わ
け
宇
奈
根
村
に
つ
い
て
は
近
世

に
お
い
て
も
、
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
「
和
泉
・
岩
戸
・
駒
井
・
喜
多
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
2
）

四
村
の
玉
水
ヲ
以
テ
田
地
ノ
用
水
ト
ナ
セ
リ
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
用

水
確
保
は
周
辺
四
ケ
村
の
残
水
を
分
け
て
も
ら
っ
て
い
た
の
が
実
情
で
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
宇
奈
根
地
区
は
多
摩
川
に
面
し
て
は
い
る
も
の
の
、

「
ウ
ナ
ネ
社
」
の
成
立
当
時
、
「
用
水
の
取
水
口
」
と
は
無
縁
の
地
で
あ
っ
た
と

み
ら
れ
る
。
と
す
れ
ぽ
、
や
は
り
「
ウ
ナ
ネ
」
の
語
源
に
つ
い
て
は
、
伊
賀
国

の
事
例
の
と
こ
ろ
で
紹
介
し
た
清
水
潔
氏
の
説
が
生
き
て
く
る
の
で
あ
る
。
清

水
潔
氏
は
九
条
家
本
『
延
喜
式
』
の
祈
年
祭
祝
詞
式
の
古
訓
に
よ
り
、
「
ウ
ナ

ネ
」
を
「
首
の
付
け
根
」
の
意
と
さ
れ
、
鎮
座
地
が
名
張
川
の
屈
曲
点
の
先
端

に
位
置
し
て
い
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
神
名
と
推
定
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
橘

千
蔭
も
前
引
の
歌
で
「
う
な
ね
つ
き
ぬ
き
」
と
本
歌
取
り
し
た
、
『
延
喜
式
』

の
祈
年
祭
祝
詞
式
の
関
連
部
分
を
、
九
条
家
本
の
古
訓
に
従
っ
て
書
き
下
し
文

で
も
う
一
度
引
用
し
て
お
こ
う
。

　
　
う
　
じ
も
の
う
な
ね
　
つ
　
　
　
ぬ
　
　
　
　
　
　
す
め
み
ま
の
み
こ
と
　
　
う
つ
　
　
み
て
ぐ
ら
　
　
た
た
へ
ご
と
を
　
　
ま
つ

　
…
宇
事
物
頸
根
衡
き
抜
き
て
、
皇
王
孫
命
の
重
々
の
二
業
を
稻
昏
昏
へ
奉
ら

　
　
　
の
た
ま

　
　
ん
と
謂
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
3
）

　
金
子
武
雄
氏
の
解
釈
に
よ
れ
ぽ
、
右
の
一
節
は
だ
い
た
い
「
あ
た
か
も
鵜
が

頸
を
水
中
に
衝
き
入
れ
る
よ
う
に
、
首
を
前
へ
深
く
垂
れ
下
げ
て
敬
い
拝
し
、

皇
祖
神
の
御
子
孫
の
貴
く
立
派
な
お
供
え
物
を
、
讃
辞
を
尽
く
し
て
献
上
す
る

よ
う
に
書
っ
て
き
か
せ
ま
す
」
と
い
っ
た
意
味
に
な
る
。
と
く
に
「
頸
根
衝
き

抜
き
て
」
の
部
分
は
『
田
本
圏
語
大
辞
典
』
な
ど
で
も
同
様
の
語
釈
を
し
て

（
8
4
）

お
り
、
国
語
学
的
に
は
ほ
ぼ
定
説
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
清
水
潔
氏
は

伊
賀
国
の
「
ウ
ナ
ネ
社
」
の
場
合
の
み
に
限
定
し
て
考
証
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い

が
、
「
ウ
ナ
ネ
社
」
の
鎮
座
地
は
陸
奥
国
の
磐
井
川
流
域
の
場
合
も
、
上
野
國

の
利
根
川
流
域
の
場
合
も
驚
く
ほ
ど
似
か
よ
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
（
図
2
、

3
参
照
）
。
す
な
わ
ち
、
伊
賀
国
の
名
張
川
ほ
ど
顕
著
で
は
な
い
が
、
「
ウ
ナ
ネ

社
」
の
鎮
座
地
な
い
し
は
「
ウ
ナ
ネ
」
の
地
名
の
残
る
場
所
は
、
い
ず
れ
も
河

川
が
大
き
く
湾
曲
し
て
突
き
出
た
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
武
蔵
国
の
宇
奈
根
地
区
の
場
合
、
本
来
の
地
形
は
さ
ら
に
そ
の
こ
と
が
は

っ
き
り
し
て
い
た
地
点
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

　
多
摩
川
に
沿
っ
た
「
宇
奈
根
」
は
、
前
述
の
よ
う
に
東
京
都
世
田
谷
区
と
神

奈
川
県
川
崎
市
高
津
区
の
、
多
摩
川
を
は
さ
ん
だ
ニ
ケ
所
に
あ
る
。
こ
れ
は
実

は
本
来
の
宇
奈
根
地
区
が
多
摩
川
の
流
路
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
た
形
に
な
っ
て

い
る
の
で
あ
り
、
常
識
的
に
み
て
、
度
重
な
る
洪
水
に
伴
な
う
河
道
の
変
遷
に

よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）

東
京
府
と
神
奈
川
県
の
境
界
変
更
に
際
し
、
右
岸
の
宇
奈
根
地
区
が
神
奈
川
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
5
）

橘
下
郡
高
津
村
に
編
入
さ
れ
る
ま
で
は
、
近
世
を
通
じ
て
一
村
を
形
成
し
、
当

　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
6
）

時
は
渡
河
点
に
位
置
す
る
な
ど
両
岸
は
現
在
よ
り
も
緊
密
に
結
ば
れ
て
い
た
の

も
、
そ
う
し
た
元
来
一
ま
と
ま
り
の
地
で
あ
っ
た
こ
と
の
名
残
り
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
あ
る
時
期
ま
で
の
宇
奈
根
地
区
は
多
摩
川
の
屈
曲
点
の

先
端
に
突
き
出
た
よ
う
な
地
形
を
な
し
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
り
、

「
鵜
が
頸
を
水
中
に
衝
き
入
れ
る
よ
う
に
、
首
を
前
へ
深
く
突
き
出
し
た
」
と

い
っ
た
形
容
が
ぴ
っ
た
り
と
あ
て
は
ま
る
場
所
だ
っ
た
の
で
あ
る
（
図
5
参

照
）
。

　
と
こ
ろ
で
、
多
摩
娼
が
「
暴
れ
川
」
「
荒
れ
川
」
と
し
て
有
史
以
来
、
氾
濫

を
く
り
返
し
、
流
域
住
民
の
生
活
を
脅
か
し
続
け
て
き
た
経
緯
に
つ
い
て
は
周

知
の
通
り
で
あ
り
、
そ
の
度
ご
と
に
も
た
ら
さ
れ
た
被
害
の
甚
大
さ
に
つ
い
て

は
、
近
く
は
昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
の
大
水
害
を
想
起
す
る
だ
け
で
十

六
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図5　文化年間における「世闘谷」支配関係推定図と宇奈根村（『世田谷史料』第3集より）

分
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
多
摩
川
流
域
の
中
で
も
、
宇
奈
根
地
区
は
河
川
の
蛇

行
が
造
っ
た
半
島
状
地
形
の
由
に
、
洪
水
の
際
に
は
最
初
に
分
断
さ
れ
や
す
く
、

最
も
被
害
を
蒙
り
や
す
い
場
所
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
む
し
ろ
、

そ
の
こ
と
を
示
す
事
例
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。
ま
ず
第
一

に
は
、
現
在
の
喜
多
見
か
ら
瀬
田
あ
た
り
に
か
け
て
の
地
が
、
古
来
多
摩
郡
と

荏
原
郡
の
境
界
に
位
置
し
て
い
て
、
こ
れ
ら
の
所
属
郡
が
た
び
た
び
変
化
し
た

と
い
う
点
を
前
に
指
摘
し
た
が
、
近
世
の
宇
奈
根
村
自
体
も
、
本
来
は
荏
原
郡

で
あ
っ
た
が
元
禄
年
間
（
一
六
八
八
～
一
七
〇
四
）
頃
に
多
摩
郡
に
属
す
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
7
）

う
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
洪
水
の
影
響
に
よ
る
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
8
）

あ
る
こ
と
は
、
例
え
ば
井
山
家
文
書
の
中
に
、
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
五
月
、

久
地
村
・
宇
奈
根
村
・
大
蔵
村
・
鎌
田
村
上
ケ
村
の
間
に
、
多
摩
川
の
流
産
変

更
に
伴
っ
て
境
界
論
争
が
生
じ
た
こ
と
を
示
す
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
も
推
察
さ
れ
よ
う
。
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
よ
れ
ば
、
当
振
村
内

を
流
れ
て
い
た
宇
奈
根
川
が
、
「
今
宇
奈
根
川
と
唱
ふ
る
は
、
多
磨
川
の
跡
な

　
　
　
　
　
　
（
8
9
）

り
し
と
云
」
と
あ
り
、
こ
れ
な
ど
は
河
道
の
変
遷
の
激
し
さ
を
異
体
的
に
示
す

も
の
で
あ
る
。
代
々
宇
奈
根
村
の
名
・
王
を
勤
め
た
荒
居
氏
が
、
「
多
摩
川
筋
川

除
普
請
肝
煎
役
」
に
命
じ
ら
れ
て
い
た
の
も
、
そ
う
し
た
頻
繁
な
洪
水
へ
の
対

処
の
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
二
は
宇
奈
根
地
区
の
地
勢
や
土
地
柄
で
あ
る
。
『
新
編
武
蔵
風
土
認
稿
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
0
＞

に
よ
る
と
、
当
年
の
「
土
性
ハ
一
円
二
真
土
」
と
見
え
、
こ
れ
は
一
般
的
に
は

耕
作
に
適
し
た
す
ぐ
れ
た
土
壌
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
宇
奈
根
地

区
が
比
較
的
早
く
か
ら
開
発
さ
れ
、
前
述
の
よ
う
に
宝
町
時
代
に
は
悉
地
房
な

る
寺
庵
が
存
在
し
た
の
も
、
そ
う
し
た
土
地
柄
の
由
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の

｝
方
で
、
文
化
五
～
六
年
（
一
八
○
八
～
九
）
幕
府
の
勘
定
所
に
勤
務
し
て
い
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た
大
田
南
畝
が
多
摩
川
治
水
視
察
を
命
ぜ
ら
れ
た
折
に
、
余
暇
に
見
聞
し
た
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鎌
）

井
の
雑
録
を
ま
と
め
た
『
向
岡
閑
話
』
に
は
、
「
宇
奈
根
村
は
も
と
見
取
場
な

り
し
と
あ
る
。
見
取
場
と
は
収
穫
高
が
不
同
の
た
め
、
毎
年
坪
刈
し
て
納
米
高

を
定
め
た
地
を
い
う
か
ら
、
耕
地
と
し
て
は
か
な
り
劣
悪
で
条
件
の
悪
い
土
地

柄
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
嚢
土
」
で
あ
っ
た
こ
と
と
矛
盾
す
る
よ
う
だ

が
、
こ
れ
も
洪
水
・
氾
濫
を
受
け
続
け
て
い
た
と
い
う
歴
史
的
特
性
と
無
縁
で

は
な
い
事
例
と
云
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
こ
の
ほ
か
、
宇
奈
根
地
区
の
小
字
名
に
は
「
中
島
」
「
龍
王
」
と
い
っ
た
興

味
深
い
も
の
が
現
存
す
る
こ
と
も
注
意
さ
れ
る
。
「
中
島
」
に
つ
い
て
は
改
め

て
語
源
を
検
討
す
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
「
龍
王
」
は
正
し
く
は
「
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
2
）

大
龍
王
」
と
い
う
、
仏
法
の
竜
神
名
に
國
む
地
名
と
考
え
ら
れ
る
。
八
大
龍
王

は
水
を
司
ど
る
神
で
、
と
り
わ
け
雨
乞
い
、
も
し
く
は
逆
に
降
雨
を
抑
え
る
た

め
に
信
仰
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
地
名
の
残
る
こ
と
は
、
か
つ
て
こ
の
地

で
洪
水
除
け
と
し
て
止
雨
笠
薦
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
多
摩
川
流
域
の
宇
奈
根
の
地
は
、
洪

水
除
け
の
神
と
し
て
の
「
ウ
ナ
ネ
社
」
が
成
立
す
る
場
所
と
し
て
は
、
地
理
的

に
も
実
態
的
に
も
、
そ
の
条
件
を
満
た
し
て
い
た
と
雷
う
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。

む
　
す
　
び

　
「
ウ
ナ
ネ
し
地
名
お
よ
び
「
ウ
ナ
ネ
社
」
の
性
格
に
つ
い
て
、
伊
賀
・
陸
奥

・
上
野
・
武
蔵
の
四
ケ
国
の
事
例
を
検
討
し
て
き
た
。
「
ウ
ナ
ネ
社
」
は
い
ず

れ
も
通
説
で
は
用
水
の
守
護
神
と
考
え
ら
れ
て
き
た
も
の
だ
が
、
「
ウ
ナ
ネ
社
」

の
鎮
座
地
、
あ
る
い
は
「
ウ
ナ
ネ
」
の
地
名
の
残
る
場
所
の
地
理
的
条
件
、
環

境
、
周
辺
の
習
俗
等
を
総
合
的
に
勘
案
す
れ
ぽ
、
実
は
洪
水
除
け
の
神
で
あ
っ

た
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
す
る
。
こ
れ
ま
で
用
水
の
守
護
神

と
さ
れ
た
の
は
、
田
畑
の
開
発
に
は
灌
概
用
水
が
不
可
欠
で
あ
る
と
の
共
通
認

識
、
も
し
く
は
暗
黙
の
前
提
が
中
世
史
研
究
者
の
間
に
存
在
す
る
こ
と
に
よ
る

と
思
わ
れ
る
。
確
か
に
用
水
が
な
け
れ
ば
農
耕
、
と
り
わ
け
水
田
耕
作
は
不
可

能
で
あ
り
、
実
際
中
世
に
は
用
水
相
論
も
あ
と
を
断
た
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

用
水
そ
の
も
の
だ
け
が
こ
と
さ
ら
に
神
格
化
し
た
り
、
あ
る
い
は
用
水
を
守
護

す
る
た
め
だ
け
に
神
が
勧
請
さ
れ
る
と
い
う
事
態
が
あ
り
え
た
で
あ
ろ
う
か
。

田
植
え
の
二
期
に
は
苗
代
や
田
の
水
口
で
、
田
の
神
な
ど
の
広
い
意
味
で
の

（
％
）

水
神
の
祭
り
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
な
慣
行
は
、
今
日
で
も
各
地
で
み
ら
れ
る
が
、

「
用
水
神
し
を
恒
常
的
に
神
と
し
て
祀
っ
て
お
こ
う
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
か

ど
う
か
と
い
え
ば
、
や
や
疑
問
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
農
民
の
脳
裏
を
常
に
支
配

し
て
い
た
の
は
、
早
舷
に
な
ら
な
い
か
、
冷
害
に
遭
わ
な
い
か
、
あ
る
い
は
蟷

害
に
遭
わ
な
い
か
と
い
っ
た
、
不
作
に
直
結
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
へ
の
不
安

感
で
あ
っ
た
が
、
大
河
の
流
域
で
生
活
す
る
人
々
に
と
っ
て
は
、
最
大
の
懸
念

が
水
害
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

注
（
1
）
　
周
平
安
遺
文
』
二
八
九
号
、
　
『
伊
賀
国
黒
田
荘
史
料
』
一

（
2
）
　
溺
掲
の
『
平
安
遺
文
臨
お
よ
び
糧
伊
賀
国
黒
田
荘
史
料
』
で
は
「
宇
奈
根
」

　
　
を
「
宇
奈
抵
」
と
翻
刻
し
て
い
る
が
、
清
水
潔
氏
（
注
（
1
3
）
参
照
）
が
指
摘
し

　
　
て
い
る
よ
う
に
、
東
大
寺
文
書
の
原
本
で
は
紛
れ
も
な
く
「
宇
奈
根
し
と
読
め

　
　
る
こ
と
を
、
一
九
九
三
年
五
月
二
十
四
日
に
実
施
し
た
東
大
奪
図
書
館
に
お
け

　
　
る
調
査
で
確
認
し
た
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
点
を
先
取
り
し
て
い
る
。
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（
3
）
　
囚
平
安
遺
文
』
四
〇
五
〇
号

（
淫
）
　
菊
岡
行
窟
薯
、
貞
享
四
年
（
｝
六
八
七
）
成
立
。
伊
賀
史
談
会
に
よ
る
刊
本

　
　
が
あ
る
。

（
5
）
　
藤
堂
高
文
編
、
宝
暦
兀
年
（
｝
七
五
一
）
成
立
。
上
野
市
古
文
献
刊
行
会
に

　
　
よ
る
刊
本
が
あ
る
。

（
6
）
　
藤
堂
下
書
編
、
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
成
立
。
附
大
日
本
地
誌
大
系
』

　
　
第
二
〇
、
二
一
巻
所
収

（
7
）
　
『
日
本
の
神
々
　
神
社
と
聖
地
臨
第
六
巻
（
一
九
八
六
年
）
の
「
宇
流
富
志

　
　
禰
神
社
」
の
項
（
森
川
下
男
氏
執
筆
）

（
8
）
　
「
中
世
的
洞
川
交
通
の
展
開
と
神
人
・
寄
人
」
（
『
日
本
中
世
開
発
史
の
研

　
　
究
』
所
収
、
一
九
八
四
年
）

（
9
）
　
な
お
、
上
記
の
両
氏
と
も
大
家
子
明
神
を
沼
水
神
と
考
え
て
い
る
。
水
に
関

　
　
わ
る
神
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
と
し
て
も
、
そ
れ
が
す
な
わ
ち
用
水
神
で
あ

　
　
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
点
に
注
意
を
要
す
る
。

（
1
0
）
　
糊
伊
賀
国
黒
劃
荘
史
料
』
第
二
巻
四
七
三
号

（
1
！
）
　
た
だ
し
、
の
ち
に
も
触
れ
る
よ
う
に
森
川
桜
男
氏
は
、
若
宮
の
所
在
地
を
現

　
　
在
の
名
張
市
丈
六
地
区
に
比
定
し
て
い
る
。

（
1
2
）
　
『
鎌
倉
遺
文
臨
二
六
二
一
闘
号

（
1
3
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
『
式
内
社
調
査
報
蒸
口
』
第
六
巻
東
海
道
玉
（
一
九
九

　
　
〇
年
）
の
「
宇
尚
早
志
弥
神
社
」
の
項
（
清
水
門
前
執
筆
）
で
論
及
さ
れ
て
い

　
　
る
。

（
婆
／
）
　
な
お
、
清
水
潔
氏
（
前
浜
参
照
）
は
「
宇
流
富
志
弥
嬬
の
語
義
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
る
ち
ま
い

　
　
『
和
名
類
聚
抄
輪
の
「
字
流
之
彌
」
を
根
拠
に
、
梗
米
（
粘
り
気
を
持
た
な
い

　
　
常
食
灘
の
普
通
の
米
）
と
す
る
注
§
す
べ
き
見
解
を
述
べ
て
い
る
。

（
1
5
）
　
｝
九
九
三
年
五
月
二
十
麗
日
の
現
地
調
査
に
よ
る
。

（
！
6
）
　
鴇
β
本
歴
史
地
名
大
系
2
4
三
重
県
の
地
名
』
（
一
九
八
三
年
）
の
「
二
流
富

　
　
志
祢
神
社
」
の
項
（
八
九
八
頁
）
に
よ
る
。

（
1
7
）
　
同
右
、
「
積
田
神
社
」
の
項
（
八
九
一
頁
）

（
1
8
）
　
『
群
書
類
従
』
巻
第
十
七
、
神
祇
部
十
七

（
1
9
）
黒
田
氏
前
掲
論
文
（
前
注
（
8
）
）

（
2
0
）
　
「
板
縄
杣
・
薦
生
牧
と
四
至
」
（
前
掲
『
日
本
中
世
開
発
史
の
研
究
』
所
収
）

（
2
1
）
　
嚇
講
座
霞
本
史
』
第
二
巻
封
建
社
会
（
一
九
七
〇
年
）
所
収

（
2
2
）
　
前
注
（
7
）
参
照

（
2
3
）
　
森
川
氏
は
菓
大
寺
文
書
の
治
暦
二
年
（
一
〇
六
六
）
三
月
十
一
日
元
興
寺
大

　
　
僧
都
房
政
所
下
文
（
『
平
安
遺
文
』
一
〇
〇
二
号
）
に
依
拠
し
て
、
「
名
張
郡
司

　
　
学
部
為
延
が
農
民
を
組
織
し
て
名
張
川
の
旧
河
道
に
用
水
溝
を
掘
り
、
み
ご
と

　
　
開
発
に
成
功
し
た
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
文
書
は
為
延
が
名
張
郡
簗

　
　
瀬
郷
の
荒
野
十
七
町
余
の
開
発
を
請
け
負
い
、
三
年
間
の
地
利
を
免
除
さ
れ
た

　
　
と
い
う
内
容
で
あ
り
、
こ
の
史
料
の
み
か
ら
は
森
川
氏
の
よ
う
な
解
釈
は
で
き

　
　
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
2
4
）
　
前
輿
（
1
3
）
参
照

（
2
5
）
　
三
浦
澄
応
編
『
中
尊
寺
宝
物
手
鑑
』
、
回
平
泉
町
史
』
史
料
編
王
な
ど
に
所
収

（
2
6
）
　
大
石
直
正
氏
以
外
の
関
係
論
考
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
伊
藤
信

　
　
「
辺
境
在
家
の
成
立
…
中
尊
寺
領
陸
奥
臨
骨
寺
村
に
つ
い
て
一
」
（
噸
歴
史
隔
第

　
　
一
五
輯
、
一
九
四
七
年
）
、
谷
岡
武
雄
『
平
野
の
開
発
一
近
畿
を
中
心
と
し
て

　
　
…
』
（
一
九
六
四
年
）
第
九
章
第
一
節
、
小
前
罪
憲
「
荘
園
村
落
の
開
発
と
景

　
　
観
」
（
小
由
靖
憲
・
佐
藤
和
彦
編
『
絵
図
に
み
る
荘
園
の
慢
界
』
飯
収
、
｝
九

　
　
八
七
年
）
、
吉
田
敏
弘
「
中
世
絵
図
読
解
の
視
角
し
（
岡
上
所
収
）
、
吉
田
敏
弘

　
　
「
骨
寺
村
絵
図
の
地
域
像
」
（
葛
川
絵
図
研
究
会
編
『
絵
図
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
』

　
　
下
巻
）
、
松
井
吉
昭
「
陸
奥
国
骨
寺
村
絵
図
」
（
荘
園
絵
図
研
究
会
編
㎎
絵
引
荘

　
　
園
絵
図
』
所
収
、
一
九
九
一
年
）

（
2
7
）
　
脚
東
北
学
院
大
学
東
北
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
五
号
、
一
九
八
四
年

（
2
8
）
　
吉
田
敏
弘
氏
前
掲
論
文
「
中
世
絵
図
読
解
の
視
角
」
（
注
（
2
6
）
）

（
2
9
）
　
佐
藤
信
望
前
掲
論
文
（
注
（
2
6
）
）
な
ど

（
3
0
）
　
羽
下
徳
彦
編
『
北
B
本
中
世
史
の
砺
究
』
所
収
、
一
九
九
〇
年

（
3
1
）
　
こ
の
の
ち
、
ウ
ン
ナ
ン
神
に
触
れ
た
柳
田
国
男
の
著
作
と
し
て
は
次
の
よ
う
プ上



王．61牛山　「ウナネ」および「ウナネ社」について（下）

　
　
な
も
の
が
あ
る
。
『
桃
太
郎
の
誕
生
』
（
『
定
本
柳
田
国
男
集
』
第
八
巻
所
収
、

　
　
一
九
六
二
年
）
、
　
絶
大
’
臼
神
門
巧
』
　
（
山
回
卜
一
第
十
二
巻
所
収
、
　
一
九
六
三
年
）
、
　
日
勝

　
　
善
神
輪
（
同
上
第
二
十
七
巻
所
収
、
一
九
六
四
年
）

（
3
2
）
　
「
奥
羽
に
於
け
る
先
住
罠
の
祭
神
」
（
『
旅
と
伝
説
』
一
〇
九
号
、
｝
九
三
七

　
　
年
）
、
「
ウ
ソ
ナ
ン
神
に
つ
き
」
（
［
同
上
　
二
六
号
、
　
｝
九
三
八
庫
）

（
3
3
）
　
「
鰻
と
水
の
神
」
（
『
旅
と
伝
説
b
一
二
六
号
、
一
九
三
八
年
）

（
3
4
）
　
「
菓
北
地
方
の
神
祠
」
（
湘
旅
と
伝
説
臨
一
八
二
号
、
一
九
照
三
年
）

（
3
5
）
　
「
奥
州
に
お
け
る
ウ
ン
ナ
ン
神
と
ホ
ウ
リ
ョ
ウ
神
」
（
『
史
潮
㎞
脳
八
号
、
一

　
　
九
五
三
年
）

（
3
6
）
　
「
雲
南
権
現
に
つ
い
て
」
（
糧
東
北
民
俗
』
二
輯
、
一
九
六
七
年
）

（
3
7
）
　
「
鰻
と
虚
空
蔵
信
仰
一
禁
忌
の
歴
史
民
俗
学
的
一
考
察
1
」
（
嚇
民
俗
学
研

　
　
究
』
隣
｝
巻
三
号
、
一
九
七
六
年
）

（
3
8
）
　
な
お
、
宇
那
根
田
が
檜
山
川
の
ほ
と
り
に
あ
る
こ
と
も
根
拠
に
し
て
い
る
が
、

　
　
こ
の
点
は
金
く
、
字
那
根
雨
が
用
水
神
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
に
は
な
ら
な
い
。

（
3
9
）
　
谷
照
氏
前
掲
論
文
（
注
（
2
6
）
）

（
4
0
）
　
大
石
氏
前
掲
論
文
「
中
尊
商
権
骨
寺
村
の
成
立
」

（
姐
）
　
只
野
淳
「
北
上
川
の
変
遷
」
（
糊
宮
城
読
史
隔
8
土
本
、
所
収
、
｝
九
五
七

　
　
年
）
、
近
世
村
落
研
究
会
編
『
仙
台
藩
農
政
の
研
究
』
（
一
九
五
八
年
）
、
一
穴

　
　
九
～
七
九
頁
、
ご
関
市
史
』
第
三
巻
各
説
1
1
（
一
九
七
七
年
）
第
十
章
災
害
、

　
　
な
ど

（
4
2
）
　
一
九
九
〇
年
三
月
二
十
九
臼
に
実
施
し
た
現
地
調
査
で
の
聞
き
取
り
に
よ
る
。

（
4
3
）
　
囚
日
本
歴
史
地
名
大
系
1
0
群
馬
秦
』
（
一
九
八
七
年
）
七
五
四
頁
、
禰
板
倉
町

　
　
史
通
史
騙
上
巻
（
｝
九
八
八
年
）
四
二
五
～
六
頁
な
ど
。

（
4
4
）
　
『
館
林
市
誌
歴
史
篇
』
（
一
九
六
九
年
）
八
二
～
三
買
掲
載

（
4
5
）
　
㎎
群
馬
県
史
資
料
編
』
5
中
世
1
な
ど
に
所
収

（
4
6
）
　
男
磯
本
歴
史
地
名
大
系
1
0
群
馬
県
』
（
前
掲
）
七
四
四
頁

（
4
7
）
　
尾
崎
喜
左
雄
『
上
野
国
神
名
帳
の
研
究
転
（
一
九
七
四
年
）
所
収

（
4
8
）
　
前
掲
㎎
館
林
市
誌
歴
史
篇
臨
六
三
頁

（
4
9
）
　
た
だ
し
、
峰
姥
氏
は
あ
く
ま
で
も
「
ウ
ナ
ネ
」
の
語
源
に
触
れ
て
い
る
だ
け

　
　
で
、
こ
の
地
に
「
ウ
ナ
ネ
社
」
が
存
在
し
た
こ
と
を
想
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

　
　
は
な
い
。

（
5
0
）
　
懲
利
根
川
中
流
地
帯
板
倉
町
周
辺
低
湿
地
の
治
水
と
利
水
…
水
場
の
生
活
と

　
　
知
恵
－
臨
（
板
倉
晦
史
基
礎
資
料
第
八
四
号
、
鴨
板
倉
町
史
』
別
巻
四
六
遠
回
、

　
　
一
九
八
○
年
）

（
5
1
）
　
小
口
偉
一
・
柳
川
啓
一
・
藤
井
正
雄
・
薗
田
稔
・
黒
川
弘
賢
「
利
根
川
流
域

　
　
に
お
け
る
川
と
宗
教
生
活
…
群
馬
県
邑
楽
郡
板
倉
町
を
中
心
と
し
て
一
」
（
『
人

　
　
類
科
学
縣
二
〇
集
、
一
九
六
七
年
）
、
北
見
俊
夫
田
川
の
文
化
騙
（
一
九
八
｝

　
　
年
）
一
七
三
～
八
頁
、
な
ど

（
5
2
）
　
こ
の
ほ
か
、
藤
井
正
雄
「
湛
水
被
害
地
に
お
け
る
水
と
宗
教
生
活
…
群
馬
県

　
　
愚
楽
郡
板
倉
町
石
塚
の
場
合
－
扁
（
『
入
類
科
学
縣
二
一
集
、
一
九
六
八
年
）
が
、

　
　
こ
の
地
区
の
日
常
的
な
信
仰
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
る
。

（
5
3
）
　
前
掲
『
利
根
川
中
流
地
帯
板
禽
晦
周
辺
低
地
湿
地
の
治
水
と
利
水
一
水
場
の

　
　
生
活
と
知
恵
…
』
二
五
～
七
頁

（
5
4
）
　
な
お
、
近
藤
義
雄
「
恵
信
尼
文
書
の
佐
貫
に
つ
い
て
」
（
『
信
濃
』
ニ
ニ
巻
一

　
　
号
、
｝
九
七
一
年
）
は
、
親
鷺
が
配
所
の
地
越
後
か
ら
関
東
に
入
っ
て
最
初
に

　
　
立
ち
寄
っ
た
、
恵
信
尼
文
書
所
見
の
「
佐
貫
」
と
は
具
体
的
に
は
上
野
国
佐
貫

　
　
荘
板
倉
郷
の
宝
飯
寺
で
あ
る
と
し
、
こ
の
地
で
三
部
経
の
千
部
読
経
を
放
棄
し

　
　
て
決
定
的
廻
心
し
た
（
建
保
二
年
滑
一
一
一
一
四
）
の
は
、
水
害
に
苦
し
み
ぬ
い

　
　
て
い
る
農
民
の
姿
に
接
し
て
、
彼
ら
に
心
の
救
い
を
与
え
る
の
は
経
を
あ
げ
祈

　
　
薦
に
よ
る
一
越
的
な
救
い
で
な
く
、
た
だ
た
だ
六
字
名
号
（
南
無
阿
弥
陀
仏
）

　
　
を
唱
え
さ
せ
る
以
外
に
な
い
こ
と
を
悟
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
、
興
味
深

　
　
い
論
旨
を
展
開
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
板
倉
町
史
通

　
　
史
』
上
巻
縢
五
六
頁
以
下
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

（
5
5
）
　
．
長
良
神
社
（
中
流
域
）
、
大
杉
神
社
（
下
流
域
）
と
も
、
ほ
ぼ
東
遷
後
の
利

　
　
根
川
流
域
に
沿
っ
て
分
魅
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
点
が
推
禦
さ
れ
る
。
な

　
　
お
、
西
角
井
正
慶
・
坪
井
洋
文
・
倉
林
正
次
「
利
根
川
中
流
に
お
け
る
神
社
信

6
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仰
ー
ナ
ガ
ラ
神
社
を
中
心
と
し
て
…
」
（
『
入
類
科
学
転
工
○
集
、
一
九
六
七

　
　
年
）
、
禽
林
正
次
・
黒
川
弘
賢
・
坪
井
洋
文
「
利
根
川
流
域
に
お
け
る
神
社
信

　
　
仰
の
特
徴
砿
（
九
学
会
連
合
利
根
川
流
域
調
査
委
員
会
編
『
利
根
川
…
自
然
・

　
　
文
化
・
社
会
…
』
干
鳥
、
一
九
七
一
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
5
6
）
　
一
九
九
二
年
二
月
十
三
日
に
実
施
し
た
現
地
調
査
に
よ
る
。

（
7
5
）
　
　
門
日
本
々
彊
著
全
例
不
』
和
文
和
田
歌
焦
小
上
、
　
『
校
註
蘭
幽
歌
大
系
』
箪
叩
一
六
巻
、
　
『
続

　
　
日
本
歌
学
全
書
』
第
二
巻
、
『
有
明
霊
文
庫
』
な
ど
に
翻
刻

（
5
8
）
　
国
学
院
大
学
田
本
文
化
研
究
所
編
『
和
学
者
総
覧
』
（
一
九
九
〇
年
）

（
5
9
）
　
㎎
世
田
谷
区
史
料
臨
第
一
集
所
収
。
稿
本
は
所
在
不
明
で
、
烏
鷺
三
十
七
年

　
　
（
一
九
〇
四
）
早
稲
田
大
学
講
義
録
に
収
録
さ
れ
た
も
の
を
底
本
と
す
る
と
い

　
　
う
。

（
6
0
）
　
荒
遥
氏
は
も
と
も
と
後
北
条
氏
の
家
臣
で
、
帰
農
し
て
代
々
宇
奈
根
村
の
名

　
　
主
を
勤
め
た
家
柄
。
以
謙
は
多
摩
川
鵡
川
除
普
請
肝
煎
役
を
命
ぜ
ら
れ
て
、
代

　
　
官
の
地
位
を
与
え
ら
れ
た
と
さ
れ
る
（
『
角
川
露
本
地
名
大
辞
典
1
3
東
京
都
臨

　
　
九
〇
一
頁
）

（
6
1
）
　
『
薪
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
巻
之
百
二
十
七
、
多
摩
郡
之
三
十
九

（
6
2
）
　
ち
な
み
に
、
川
崎
甫
高
津
区
芋
奈
根
の
氷
川
神
社
は
、
昭
和
二
年
（
一
九
二

　
　
七
）
に
世
田
谷
区
宇
奈
根
の
氷
川
神
社
か
ら
分
子
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
『
角

　
　
川
賑
本
地
名
大
辞
典
1
4
神
奈
川
県
撫
｝
○
八
六
頁
）

（
6
3
）
　
冊
続
群
書
類
従
』
巻
第
八
蕩
七
十
六
、
童
部
二
十
六

（
6
4
）
　
晦
新
編
埼
玉
渠
史
』
通
史
編
二
中
世
（
一
九
八
八
年
）
九
九
九
頁
、
『
角
川

　
　
日
本
地
名
大
辞
典
！
1
埼
玉
県
』
（
一
九
八
○
年
）
四
〇
六
頁

（
6
5
）
　
ち
な
み
に
、
管
見
に
触
れ
た
も
の
で
氷
川
神
社
の
分
祀
に
関
わ
る
最
も
古
い

　
　
年
紀
を
有
す
る
史
料
は
、
東
京
都
東
大
和
市
清
水
上
宅
部
に
鎮
座
す
る
氷
川
神

　
　
社
に
、
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
に
焼
失
す
る
ま
で
所
蔵
さ
れ
て
い
た
と
い
う
、

　
　
建
保
二
年
（
一
一
一
一
四
）
の
棟
札
銘
（
稲
村
坦
元
編
『
武
蔵
史
料
銘
記
集
隔
二

　
　
八
号
）
だ
が
、
こ
れ
は
文
中
に
「
大
工
棟
梁
」
「
六
月
吉
日
」
と
い
っ
た
文
言

　
　
が
あ
り
、
鎌
倉
期
の
文
章
と
す
る
に
は
疑
問
が
あ
る
。

（
6
6
）
　
稲
村
坦
元
編
『
武
蔵
史
料
銘
記
集
』
一
九
八
号

（
6
7
）
　
「
武
蔵
野
の
開
拓
と
神
社
」
（
呪
角
川
濤
本
地
名
大
辞
典
・
月
報
輪
一
号
、
一

　
　
九
七
八
年
）

（
6
8
）
　
「
中
世
末
武
蔵
東
部
の
市
に
お
け
る
諸
問
題
t
岩
付
を
中
心
と
し
て
一
」

　
　
（
『
埼
玉
県
立
博
物
館
紀
要
』
七
号
）

（
6
9
）
　
『
武
州
文
書
鮎
第
十
五
分
冊
、
大
口
村
武
助
所
持

（
7
0
）
　
豊
田
武
『
増
訂
中
世
日
本
商
業
史
の
硯
究
』
（
一
九
五
二
年
）

（
7
1
）
　
こ
れ
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
旧
利
根
川
水
系
と
多
摩
川
水
系
の
交
流
…
女
体
社

　
　
の
性
格
と
分
布
の
特
微
か
ら
み
た
一
」
（
地
方
史
研
究
協
議
会
編
『
河
川
を
め

　
　
ぐ
る
歴
史
像
賑
所
収
、
一
九
九
三
年
）

（
7
2
）
　
東
京
都
神
社
庁
編
纂
発
行
『
東
京
都
神
社
名
鑑
』
上
巻
（
一
九
八
六
年
）

（
7
3
）
　
懲
江
戸
名
所
図
会
』
巻
之
三
、
氷
川
明
神
社
の
項
（
角
川
文
庫
版
に
よ
る
）

（
7
4
）
　
稲
村
坦
元
編
『
武
蔵
史
料
銘
記
集
』
七
〇
四
号

（
7
5
）
岡
右
、
七
一
九
号

（
7
6
）
　
「
木
田
見
」
は
「
喜
多
見
」
「
北
見
」
な
ど
と
も
表
記
。
現
世
田
谷
区
喜
多

　
　
見
が
遺
称
。

（
7
7
）
　
『
続
群
書
類
従
臨
巻
第
八
百
三
十
三
、
釈
家
部
第
省
十
八

（
7
8
）
　
『
角
川
曝
本
地
名
大
辞
典
1
3
東
京
都
』
（
一
五
七
八
年
）
一
三
騰
頁
の
「
荏

　
　
猿
郡
」
の
項

（
7
9
）
　
木
田
見
郷
は
中
世
「
牛
丸
郷
」
「
中
丸
郷
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
た
こ
と
が
知

　
　
ら
れ
る
が
（
前
掲
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
1
3
東
京
都
騙
の
「
木
田
見
」
の

　
　
項
）
、
前
掲
の
喜
多
見
氷
川
神
椎
の
棟
札
銘
（
裏
面
）
に
「
武
蔵
下
多
東
郡
中

　
　
丸
喜
田
見
縣
と
見
え
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
そ
の
点
が
知
ら
れ
る
。

（
8
0
）
　
前
掲
口
角
熱
量
本
地
名
大
辞
典
1
3
菓
京
都
』
四
二
三
頁
の
「
瀬
田
」
の
項

（
8
1
）
　
平
野
順
次
「
多
摩
川
水
運
史
へ
の
ア
プ
ロ
…
チ
」
（
『
地
方
史
研
究
』
一
二
四

　
　
号
、
　
一
九
八
八
号
）

（
8
2
）
　
前
注
（
6
1
）
参
照

（
8
3
）
　
金
子
武
雄
回
延
喜
式
祝
詞
講
縣
（
一
九
五
一
年
）

二
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（
8
4
）
　
『
日
本
國
語
大
辞
曲
裕
第
二
巻
（
一
九
七
三
年
）
七
〇
七
頁
の
「
う
な
ね

　
　
項
根
」
の
項

（
8
5
）
　
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
1
3
東
京
都
』
　
一
一
九
～
二
〇
頁
の
「
う
な
ね
」
の

　
　
項

（
8
6
）
　
内
田
和
子
「
多
摩
川
流
域
の
渡
河
点
し
（
『
多
摩
の
あ
ゆ
み
』
二
八
号
、
一
九

　
　
八
二
年
）

（
8
7
）
　
前
注
（
6
1
）
参
照

（
8
8
）
　
備
世
田
谷
区
史
料
』
第
三
集
所
収

（
8
9
）
　
前
注
（
6
1
）
参
照

（
9
0
）
　
圏
前

（
9
1
）
　
嚇
撰
本
随
筆
大
成
㎞
第
一
期
第
七
巻
所
収

（
9
2
）
　
鏡
味
完
二
・
鏡
味
克
明
履
地
名
の
語
源
』
（
一
九
七
七
年
）

（
9
3
）
　
水
神
と
一
口
に
雷
っ
て
も
、
「
飲
料
水
の
守
護
神
」
「
灌
概
用
水
に
か
か
わ
る

　
　
神
」
「
筏
乗
り
や
船
頭
が
信
仰
す
る
神
」
「
漁
民
の
祀
る
神
」
「
水
難
よ
け
・
防

　
　
水
の
神
」
な
ど
に
分
類
で
き
る
こ
と
を
、
直
江
広
治
「
利
根
川
流
域
に
お
け
る

　
　
水
神
信
仰
」
（
嚇
人
類
科
学
』
二
二
集
、
一
九
六
九
年
）
が
揚
摘
し
て
い
る
。
ま

　
　
た
、
水
口
祭
に
つ
い
て
は
用
水
の
神
を
祭
る
祭
礼
で
は
な
く
、
苗
代
の
完
成
と

　
　
無
事
田
櫨
え
を
行
え
る
こ
と
に
対
す
る
感
謝
祭
で
あ
る
と
す
る
木
村
茂
光
氏
の

　
　
研
究
が
あ
る
（
「
中
世
農
民
の
四
季
」
、
戸
田
芳
実
編
囎
中
世
の
生
活
空
關
』
所

　
　
収
、
　
一
九
九
三
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
九
四
年
四
月
一
一
八
日
　
受
理
）

蕪


